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高精度衛星測位サービス利用促進協議会(QBIC) 
標準化WG
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2023年度第2回会議
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QBIC標準化WGが開発した「GNSS受信機分類コード」がISOとして発行



3

日本提案の「GNSS測位補強センターの要求事項」ISO発行済
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GNSSセンチメータ級測位の国際標準
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ISO TS/22591 安全要求のある高精度測位サービス
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2023年度 ISO/TC 20/SC 14 春期会議
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｢宇宙利用サービス｣

WG8「宇宙利用サービス」の第2回会議が開催された。衛星測位については関係機関との連携を確認した。

2023/5/29～6/2
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WG8「宇宙利用サービス」４つの柱

① 衛星測位

② 地球観測

③ 衛星通信

④ 宇宙天気
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● ７機体制への整備が進む準天頂衛星システムの利用推進のため、衛星測位(PNT)サービスｰ第2部:
インフラ施設管理向け測位性能評価方法の国際標準化を実施する。

● 本テーマは、既に委員会原案(CD)に登録されている第1部:基礎的事項に続き、社会基盤をなすイ
ンフラ施設管理向けの測位性能の評価方法等を標準化するものである。特に、測位受信機の大幅な
低コスト化に伴い普及が進みつつあり標準化は急務といえる。

● インフラ施設の座標管理法としてGNSS測量及びカメラ計測を活用する。インフラとしては、道路
や河川、港湾、空港などを想定している。

【令和5年度新規テーマ】準天頂衛星システム利用促進のためのインフラ施設管理用測位
と性能評価に関する国際標準化

図２図1

インフラ施設管理用
座標管理基準点
測位性能試験モデル

GNSSアンテナ

測位補強情報

QRコード
（ID,位置）

SJAC 賃貸費用

電源

(3カ月：9-11月×3年）
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正確度評価（誤差分布） システム信頼性（インテグリティ）評価

スタンフォード・チャート：測位結果が信頼できる
保護レベルに入っているか否かを評価する。

準天頂衛星システムの利用を推進する衛星測位(PNT)サービスの国際規格の開発には令和2年から取り組んで
おり、第1部：基礎編は委員会原案の策定に向けて進捗している。そこで、令和5年度から3年計画にて「第2
部：インフラ施設管理用測位と性能評価」の国際標準化に取り組むことを提案する。(注) PNT: Positioning, 
Navigation and Timing

第１部では、近年台頭してきた高精度な衛星測位(PNT)について基礎事項を標準化している。その規格を応用
し、社会の基盤をなし、高精度測位という準天頂衛星の特長が活かせるインフラ施設管理向けの測位性能評価
の方法を標準化する。これにより、我が国の製品の新たな市場を形成し、日本の産業に有利になるよう技術を
普及させることができる。

特に、我が国の技術を活かすため、準天頂衛星システムの特長である測位衛星と電子基準点を統合的に利用す
ることを考慮し、高精度の測位を信頼性高く利用することに着目する。インフラ施設管理においては、安全性
の確保と資産性の維持のために高い正確度と信頼性が必要である。また、測位受信機の低コスト化によって普
及が進む分野であり、国際市場における日本産業のプレゼンスを創出し、高めていくよう規格を作成すること
とする。
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位置の正確度が必要な数値に入っているかを評価し、インフラ構造物の位置が正し
いか、崩壊の予兆がないか、振動が生じていないか等を監視し維持管理をする。

準天頂衛星システム利用促進のためのインフラ施設管理用測位と性能評価に関する国際標準化
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スケジュール（案）

年度 2023 2024 2025 2026
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⚫ IEC 61108シリーズは、海洋航行の衛星航法（GNSS注1）受信機について性能と品質を規定する国際規格
であり、既に米国（GPS）, 欧州（Galileo）, 中国（北斗）, ロシア（Glonass）, インド（NavIC注2）に
関する規格が存在する。

⚫ このシリーズにおいて、現在、日本の準天頂衛星「みちびき」（QZSS注3）に関する国際規格だけが欠けており、
この状況を解消するため、国際標準化を実施する。

⚫ 「みちびき」は、他国の衛星システムと比較して、高精度・信号認証など優れた機能・性能をもっており、海洋航行
に係る国際決議や他国の技術規程と調和を図る形で、国際規格を開発する。

⚫ この国際規格は、GNSS受信機の開発、製造、および運用に関する多くの分野で使用されると見込まれる。

【令和5年度新規実施テーマ】 海洋航行と無線通信機器及びシステムにおける日本型衛星航法の国際標準化

開発する規格では、次に掲げる要件を規定する。

1. 測位性能：位置、速度、時間の正確な測定を提供
する必要があり、測位精度、信頼性、測位時間の精度に
関する要件を定める。

2. 相互運用性：他国の衛星システムの受信機が互いに
運用できるようにするための要件を定める。

3. データ通信： データ通信プロトコル、データ形式、
伝送速度の要件を定める。

4. 品質管理：製品認証、試験、品質管理に関する要件
を定め、規格遵守を保証する。

開発する基準・規格のポイント写真・図表

◆米・欧・中・露・印が作成した各国の測位衛星利用の規格に対して、
「みちびき」の優位性を活かし、他国より改善した規格を開発する。

◆国内有識者の意見を集め、「みちびき」の利点を反映しつつも、
IMO注4決議を整合した規格内容に仕上げることにする。

国際標準化活動の方向性

注1  GNSS: Global Navigation Satellite System
注2  NavIC: Navigation with Indian Constellation
注3  QZSS: Quasi-Zenith Satellite System (準天頂衛星システム)

注4  IMO: International Marine Organization (国際海事機関)

GNSS衛星提供国測位衛星

海洋航行
する船舶

受信機

測位信号
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IEC 61108シリーズ「海洋航行と無線通信機器及びシステム－衛星測位システム」の現状

規格番号 題目

IEC 61108-1
:2003
（発行済）

Maritime navigation and radiocommunication equipment and systems - Global navigation satellite systems (GNSS) -
Part 1: Global positioning system (GPS) - Receiver equipment - Performance standards, methods of testing and 
required test results

IEC 61108-2
:1998
（発行済）

Maritime navigation and radiocommunication equipment and systems - Global navigation satellite systems (GNSS) -
Part 2: Global navigation satellite system (GLONASS) - Receiver equipment - Performance standards, methods of 
testing and required test results

IEC 61108-3
:2010（発行済）

Maritime navigation and radiocommunication equipment and systems - Global navigation satellite systems (GNSS) -
Part 3: Galileo receiver equipment - Performance requirements, methods of testing and required test results

IEC 61108-4
:2004
（発行済）

Maritime navigation and radiocommunication equipment and systems - Global navigation satellite systems (GNSS) -
Part 4: Shipborne DGPS and DGLONASS maritime radio beacon receiver equipment - Performance requirements, 
methods of testing and required test results

IEC 61108-5
:2020
（発行済）

Maritime navigation and radiocommunication equipment and systems - Global navigation satellite systems (GNSS) -
Part 5: BeiDou navigation satellite system (BDS) - Receiver equipment - Performance requirements, methods of 
testing and required test results

IEC 61108-6
ED1
（作成中）

Maritime navigation and radiocommunication equipment and systems - Global navigation satellite systems (GNSS) -
Part 6: Navigation with Indian Constellation (NavIC) / Indian Regional Navigation Satellite System (IRNSS) - Receiver 
equipment - Performance requirements, methods of testing and required test results

PT 61108-7
（作成中）

Maritime navigation and radiocommunication equipment and systems - Global navigation satellite systems (GNSS) -
Part 7: Satellite Based Augmentation Systems - Receiver Equipment - Performance requirements and method of 
testing

新規提案 Maritime navigation and radiocommunication equipment and systems - Global navigation satellite systems (GNSS) -
Part X: Quasi-Zenith Satellite System (QZSS) - Receiver equipment - Performance requirements, methods of 
testing and required test results

当シリーズには、世界の衛星測位システム（GNSS)の規格が揃っているが、日本の QZSS だけが未だ
整備されていない。そのため他国と肩を並べるためには、当該規格を開発して補う必要がある。
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準天頂衛星の利用に関するIMO決議
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